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八雲風穴を見学する風穴サミットの参加者ら（出雲市佐田町で） 
 
 真夏でも地中からひんやりした風が吹き出す「風穴ふうけつ」がある全国各地の関係者

らが一堂に会し、活用に向けて情報交換する「第２回全国風穴サミットｉｎ出雲」が２９

日、出雲市佐田町で開かれた。夏のクールスポットとして観光客増を目指す「八雲風穴」

のある同町に、秋田、群馬、佐賀県などの７風穴の関係者ら１２０人が集まった。 
 
 全国の風穴を探査している清水長正・駒沢大講師（自然地理学）が講演で、日本の風穴

は、ゴロゴロした岩の斜面下部から風が吹き出す「岩錐がんすい型」が最も多いことや、

明治時代には蚕の卵を低温管理する「風穴蚕種業」が盛んだったことを説明した。 
 
 島根県技術士会の坂田聖二さん（３２）は、２０１３年から佐田町で調査し、八雲風穴

のほかにもかつて種牛の精子保存に使われた風穴があったが、今は草に覆われて詰まって

いると報告。「活用するには、人が積極的に手入れしなければいけない」と提言した。 
 
 佐賀県武雄市の「永野の風穴かざあな」保存会の緒方靖章会長（６７）は「江戸時代に

殿様の避暑地だったが、今は過疎化で埋没しそうになっている。活性化のヒントをもらっ

て帰りたい」と話していた。 
 
 地域活性化グループ「八雲風穴・風太郎」の勝部秀雄会長（７５）は「風穴祭りなど観

光ＰＲや日本酒の貯蔵をしているが、入場者は減少傾向。ほかの地域との連帯も大切だ」

と話した。 
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⾵がひ んやり「⾵⽳」の保存・活⽤考える 

 島根・出雲でサミット 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冷⾵が吹き出す⾵⽳の活⽤⽅法を考える第２回「全国⾵⽳サミット」が２９⽇、⼋

雲⾵⽳がある島根県出雲市で開かれた。 

 サミットでは⾵⽳の研究をする駒沢⼤の清⽔⻑正講師らが参加者約１３０⼈に歴史

や仕組みについて説明。⾵⽳で貯蔵した焼酎を発売している⻑野県⼤町市のＮＰＯの

代表理事傘⽊宏夫さん（５５）は、今後の活⽤についてのパネル討論で「⾵⽳の可能

性を探りながら、付加価値をつける動きをしていきたい」と意気込んだ。 

 多くの⾵⽳は、斜⾯に積み重なる岩の隙間から、冷⾵が吹き出す場所を指す。清⽔

講師によると、明治期に冷⾵で蚕の卵を冷やして養蚕の時期を調整するのに使われ始

め、当時は約３００カ所あった。 

 第１回は⼤町市で開かれた。                産経 WEST 2015.8.29 19:57 更新 

 

第２回「全国⾵⽳サミット」で⾵⽳内の温度
を測る駒沢⼤の清⽔⻑正講師（左）ら 

＝２９⽇午後、島根県出雲市



島根・出雲で「風穴」サミット 活用方法考える 

更新日時：2015 年 8 月 30 日(日) AM 12:45 

 冷風が吹き出す風穴の活用方法を考

える第２回「全国風穴サミット」が２９日、

八雲風穴がある島根県出雲市で開かれ

た。 

 サミットでは風穴の研究をする駒沢大

の清水長正講師らが参加者約１３０人

に歴史や仕組みについて説明。風穴で

貯蔵した焼酎を発売している長野県大

町市のＮＰＯの代表理事傘木宏夫さん

（５５）は、今後の活用についてのパネル

討論で「風穴の可能性を探りながら、付加価値をつける動きをしていきたい」と意気込ん

だ。 

 多くの風穴は、斜面に積み重なる岩の隙間から、冷風が吹き出す場所を指す。 
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 第２回「全国風穴サミット」で、風穴内の温度を

確認する参加者＝２９日午後、島根県出雲市 
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